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成

京
都
大
学
法
学
部
教
授
)

出
席
者

:雑

:報

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
六
年
一
月
二
七
日
(
木
)
午
後
三
時
よ
り

「
法
律
学
の
視
点
と
役
割
」

報
告
者

回

中

本
報
告
の
内
容
は
別
稿
に
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

O
平
成
六
年
二
月
四
日
(
金
)
午
後
三
時
よ
り

「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
法
と
政
策
」
報
告
者

松

浦

好

(
大
阪
大
学
法
学
部
教
授

出
席
者

明
O 
名

ム口・1
四
名

本
報
告
の
内
容
は
別
稿
に
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

O
平
成
六
年
二
月
一
八
日
(
金
)
午
後
一
時
三

O
分
よ
り

「
法
学
史
か
ら
見
た
実
定
法
学
」

報

告

者

小

芳

太

郎

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

出

席

者

四

五

名

菅

氏

本
報
告
の
内
容
は
別
稿
に
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

O
平
成
六
年
三
月
一
八
日
(
金
)
午
後
一
時
三

O
分
よ
り

「
電
子
取
引
の
法
秩
序
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

報
告
者

氏

テ
ン
プ
ル
大
学
ロ

l
ス
ク
ー
ル
教
授
)

一
九
名

ア
メ
リ
ア
・

H
・
ボ
ス

出
席
者

氏

〔
報
告
要
旨
〕

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
利
用
し
た
情
報
交
換
に
は
迅
速
な
通
信
、
通
信
エ

ラ

1
の
削
減
、
書
類
の
削
減
、
在
庫
管
理
の
容
易
化
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

費
用
の
削
減
な
ど
の
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
に
よ
る
丘
町
内
庁
『
O
ロ
呂 氏
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報

島
町
民
釦
回
口
丹
市
『
門
町
白
口
岡
市

(
E
D
I
)
|
|
|
予
め
{
疋
め
ら
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
用
い
て
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
の
デ
ー
タ
交
換
|
|
の
利
用
が
増
え

て
き
て
お
り
、
取
引
環
境
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
第
一
に
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
、
企
業
の
通
常
の
意
志
決
定
に
お
け
る
人
の
不
介
在
、
取
引
の
迅

速
化
、
大
量
の
デ
ー
タ
利
用
・
ア
ク
セ
ス
の
可
能
化
な
ど
の
取
引
実
務
の

変
化
が
み
ら
れ
る
。
第
二
に
、
企
業
開
の
直
接
の
通
信
だ
け
で
な
く
付
加

価
値
通
信
網

(
V
A
N
)
な
と
の
第
三
者
を
介
し
た
電
子
取
引
が
増
え
て

お
り
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
受
場
し
て
き
で
い
る
。
第
三
に
、
情
報

自
体
に
価
値
が
生
じ
、
取
引
の
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

変
化
が
す
で
に
国
際
的
な
広
が
り
を
持
ち
な
が
ら
生
じ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
の
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
は
「
交
通
ル

l
ル
」
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
「
交
通
ル

l
ル
」
は
、
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
で
考

え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
二
当
事
者
間
合
意
が
あ
る
。
交
渉
費
用
を
節
約
す

る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
た
モ
デ
ル

E
D
I
協
定
も
多
く
の
国
(
米
豪

英
仏
蘭
な
ど
)
で
作
成
さ
れ
、
日
本
で
も
そ
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
そ
の
有
効
性
を
裁
判
所
が
認
め
る
か
ど
う
か
が
不

確
実
、
協
定
当
事
者
し
か
拘
束
し
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
第
二
に
、

多
当
事
者
間
合
意
(
例
、

S
W
I
F
T
)
の
よ
う
な
閉
じ
ら
れ
た
シ
ス
テ

ム
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
約
款
一
般
に
つ
い
て
伴
う
問
題
が
あ
る
。

雑

第
三
一
に
、
制
定
法
に
よ
る
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

E
F

T
に
関
す
る
第
四

A
編
が
一
九
八
九
年
に

U
C
C
に
加
え
ら
れ
た
の
に
始

ま
り
、
第
二
編
(
売
買
)
、
第
五
編
(
信
用
状
)
、
第
八
編
(
投
資
証
券
)
、

第
九
編
(
担
保
付
取
引
)
な
ど
に
つ
い
て
、
取
引
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や

情
報
自
体
の
取
引
に
対
応
す
る
改
正
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
国
際
規
模

で
は

U
N
C
I
T
R
A
L
に
よ
り

E
F
T
の
モ
デ
ル
法
が
制
定
さ
れ
、
政

府
調
達
に
関
す
る
法
統
一
作
業
に
お
い
て
も

E
D
ー
へ
の
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
他
、

E
D
ー
そ
の
も
の
に
関
す
る
モ
デ
ル
法
作
成
作
業
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。
地
域
規
模
で
は

E
C
の

T
E
D
I
S
が
有
名
で
あ
る
。
第
四

に
、
行
政
規
制
レ
ベ
ル
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
税
務
当
局
が

電
子
的
な
取
引
記
録
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
ア

メ
リ
カ
は
一
定
の
セ

l
フ
ガ

l
ド
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
要
求
が

あ
っ
た
場
合
に
即
時
に
提
出
で
き
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
電

子
記
録
を
認
め
て
い
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
事
前
承
認
制
を
と
り
、

韓
国
で
は
国
家
的
規
制
を
受
け
て
い
る
特
定
の

V
A
N
を
利
用
し
た
電
子

記
録
の
み
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
対
応
レ
ベ
ル
の
う
ち
現
在

最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
最
初
の
二
つ
は
、
た
と
え
ば
詐
欺
防
止
法
の

よ
う
な
強
行
法
規
の
前
に
は
無
力
で
あ
る
か
ら
、
制
定
法
・
行
政
規
制
レ

ベ
ル
の
対
応
へ
の
シ
フ
ト
が
望
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

E
D
I
に
人
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為
的
な
障
壁
を
な
く
し
、
当
事
者
に
自
由
な
取
引
設
計
を
許
す
と
い
う
原



則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
が
望
ま
し
い
。
そ
の
よ
う
な
制
定
法
・
行
政

規
制
は
、
当
事
者
間
の
契
約
交
渉
の
枠
組
ゃ
、
合
意
に
欠
扶
が
あ
る
場
合

の
補
充
規
定
を
用
意
す
る
と
い
う
点
で
も
有
意
義
で
あ
る
。

E
D
I
は
上
記
で
触
れ
た
問
題
の
他
に
も
、
通
信
内
容
の
プ
ラ
イ
ヴ
7

シ
l
、
無
権
限
ア
ク
セ
ス
・
利
用
の
刑
事
責
任
、
著
作
権
、
情
報
産
業
の

独
占
的
企
業
行
動
、
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
差
別
の
問
題
な
ど
、
法
律
家
に

対
し
て
多
く
の
諜
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
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考
資
料
〕
〉
宮
内
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吋
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町
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町
H

喜
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喜
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町
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0
目

S
F
m
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内
U
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門

戸
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N
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文
責

曽
野
裕
夫
)
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所
属
・
地
位
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報
告
当
時
に
て
記
載
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